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要 旨
参考文献（1）において未だ観測されていない範囲を観測し，その結果を参考文献（2）の赤外線の分布図と比較

し，赤外線が多く検出されている部分はアンモニアも多く検出されるわけではないという結果を得た．この結果をも

とに私たちは赤外線が多く検出されている部分では星生成が活発に行われているがアンモニアが観測されない理由に

ついてダストやアンモニアの密度と一酸化炭素の位置関係が関係あると考え考察を行った．

１．はじめに
星は低音高密度のガスから生まれ，そのようなガスとアンモニアの電波の分布はよく一致することが知られてい

る．そこで，2023年3月に行われた八ヶ岳☆ｓにおいて野辺山45m電波望遠鏡を使用しDR21についてアンモニア輝

線の観測を行った．観測結果と赤外線，参考文献（3）の一酸化炭素の分布図を比較し考察を行った． 
２．観測方法

観測は2023年3月に野辺山45m電波望遠鏡を用いて実施した．観測ではon the fly方式を採用し、DR 21の方向 
(RA, DEC) = (20h39m00.0s, 42d25m00.0s) を観測基準座標とした12分×6分の範囲をアンモニア分子輝線の観測帯域

である22GHz帯で観測した．  
３．結果

観測を行った結果DR21の広範囲にアンモニア分子ガスの分布を観測した． 
４．考察
 結果より赤外線が強くアンモニアが弱く観測され

る範囲ではどのような活動がされているかを考察す

る．

赤経20時39分00.00秒，赤緯 42度19分00.00秒を

観測基準座標とした6分×6分の範囲のアンモニアの分

布図と一酸化炭素の分布図の画像を図3に示す．どち

らも破線で囲まれている部分が輝線を多く検出した

部分である．

赤外線は，主に星などによって温められたダスト

から発せられる．このことから赤外線が強く，アン

モニアが弱く観測される範囲には若い星が存在し，

高温のダストを発していると考えられる．このダス

トがアンモニアを外に押し広げたため，正面から見

たアンモニアの密度が低くなり，図3の四角形で囲

まれた範囲アンモニアの密度が低く観測されたので

はないか．また，アンモニア分子輝線が暗い部分

（図２黒い部分）は，赤外線部分（図1破線内部）

で最も明るい領域であることが分かる．赤外線で明

るい部分（図1破線内部）には，ダストが多く存在

していると考えられる．アンモニアは，高温のダス

トによって破壊されアンモニアが少ししか検出され

ないのではないかと考えた．なぜ四角形で囲まれた

範囲（図3）のアンモニアが壊されず残ったのかにつ

いてはアンモニアと一酸化炭素(13CO(1-0))の分布を

重ねると，一酸化炭素がアンモニアに覆いかぶさる

ように分布していることがわかる．このことから一

酸化炭素の温度がダストやアンモニアより低いため

この部分のアンモニアが星生成による光や高温のダ

ストに破壊されることなく残ったと考える．
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